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10vol. 285 /October .  31th 2019

紛ふる筆跡に仁を見よ

都市デザイン研究室のマガジンは今年で 15年目を迎える。
積み上げられた各号はどれも、担当した編集者の熱意の結晶である。
今回は過去のマガジン内容と秋新入生について特集する。 P2~P8
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マガジン内容の歴史を辿る
編集部の思い
マガジンへのご意見フォームを開設しました！
爽秋の頃、新メンバーを迎える +Information

Find Significance in Stacked Books

編集長：前山 倫子　編集部員：原 洪太、藤原 大樹、山口 智佳、應武 遥香、西野 一希、宗野 みなみ 東京大学都市デザイン研究室　http://ud.t.u-tokyo.ac.jp/ja/
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Laboratory Study Project     Talk Self-intr

2019 年度

緑さす、青空の足元       vol.279
都内の日本庭園訪問記　　　B4生紹介

https://bit.ly/2JuJw0k

vol.280
研究室の歴史　　　雨の日に訪れたい場所

https://bit.ly/2PtmPgW

境界を融かす暑月の問いvol.281
都市工メンバーによる対談

https://bit.ly/346lq43

https://bit.ly/34fuRON一新紀元、 気骨稜稜      vol.278
宮城教授インタビュー　　　M1生紹介

同志、金沢の地に集う       vol.283
日本建築学会　　　

https://bit.ly/2BMe5dR

積み重ねてきたもの 
　これから積み重ねるものⅡ   vol.284
渡邉定夫氏インタビュー

https://bit.ly/2BMe5dR

https://bit.ly/2JrQNxY古からの西方の息づかい       vol.282
研究室旅行 in 京都、奈良、滋賀

　今年度はこれまで計 7号発行されており、編集長は前山倫子が担
当している。無論今後も発行は継続、大いに期待して頂きたい。

積み重ねてきたもの 
　これから積み重ねるもの   

マガジン内容の歴史を辿る（2013-2019 年度）
Trace the History of Magazine Contents (2013 - 2019) 

text_NISHINO /M1

　▲マガジン編集部員の役割

　▲マガジン発行までの流れ

前月末

当月初

当月末

・マガジンの内容案の提示
・次月予定確認

・マガジンの内容の具体案とモックアップの提示
・月予定確認

・マガジンの暫定版提示 → 校正
・ 次月予定確認

マガジン発行

   主担当　                                              　　   副担当

他 編集部員

・主内容決定、編集
・全体レイアウトの決定
・最終版の製本

・副内容決定、編集
・主担当の補佐

・内容、レイアウトの吟味
・校正

　都市デザイン研究室マガジン、その起源は 2005 年にまで遡る。当時
聴講生であった酒井憲一氏が西村教授（当時）の「研究室のホームページ
をどしどし活用してほしい」との声を受け、発案し、研究室の賛同を得て
同年 4 月から連載を開始した。創刊号には西村教授著の「都市保全計画」
の案内、そして研究室メンバーや OB の出来事がいくつか記されている。
　時を経て現在研究室マガジンは 15 年目を迎え、300 に迫る数のマガ
ジンが連載されている。現在マガジンの編集は各月、主担当と副担当の 2
名によって行なっている。また月 2 回のペースで編集部が集まり、担当
の前月末にコンテンツ案を提示、当月初にモックアップを提示した上でコ
ンテンツやレイアウトについて具体的な議論を行い、当月末に最終調整と
いう形で進められている。マガジン裏面の Information 欄には毎号集編
集部員以外にも寄稿をお願いしている。号によっては主内容への寄稿をお
願いすることもある。
　言うまでもなく各号は担当の多大な時間と労力をかけた末の産物であ
り、過去の記事の数々とその編集者には敬意を表する。同時に我々編集部
は過去の記事にも目を向けてもらえるような、あるいは新規の読者を取り
込むような工夫を模索している。
　そこで今回は過去のマガジン記事についてタイトル及び内容概要の整理
を行い、過去の記事にも目を通して頂けるような形式をとった。ただ第 1
号まで遡るには紙幅に限りがあるため、今回は現在都市デザイン研究室の
学生で最も在籍歴の長い、三文字昌也（博士課程 2 年）が当時学部 4 年
生として加わった 2013 年度までの計 7 年度分を振り返ることとする。
　内容のカテゴリーについては「研究室のイベントやメンバーの出来事」
は Laboratory、「研究や設計の報告」は Study、「プロジェクト活動記録」
は Project 、「インタビューや語り」は Talk、「研究室の学生新メンバー
紹介」は Self-Intr と分類し、それぞれアイコンで示している。恣意的な
分類ではあるが、是非気になるものを選択して URL リンクからアクセス
し読んで頂きたいと思う。同時に現編集部が独自の目線でマガジンをピッ
クアップしているため、特に注目して頂きたい。
　また各号のタイトルに着目すると、記事内容をわかりやすく体現したも
のや、荘厳たる貫禄のあるものまで様々。各担当編集部員の性格が見て取
れるのも一興である。
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Laboratory Study Project     Talk Self-intr

2018 年度

アイデンティティを磨く       vol.265
川越のシンポジウム ( 内子 PJ )　　　B4生紹介

https://bit.ly/336KXJQ

三国のまちにUDCS ができました       vol.266
三国 PJ報告

https://bit.ly/33cx6Sr

棚の中には何がある？vol.267
高山文庫　　　研究室内 PJの棚

https://bit.ly/2onRnW6

日常の中で、非日常を思う      vol.268
復興デザインスタジオ　　　国際都市計画史学会

https://bit.ly/31SDrSH

過去と、未来の交差点で。       vol.269
サマースクール in 中国　　　中島准教著作本出版

https://bit.ly/2pMvD6I

沼の辺の新たな居場所       vol.270
手賀沼 PJ報告　　　日本建築学会大会

https://bit.ly/2LSMSMv

文化のまちのよるのすがた       vol.271
夜の上野散策　　　新メンバー紹介

https://bit.ly/31S5DFn

       “理想” と都市計画vol.272
研究室旅行 in 長春

https://bit.ly/2Oqy8WP

師走のはねやすめ       vol.273
「西村先生を囲む会」　　　クリスマスパーティ

https://bit.ly/2IthaD7

水郷のまちのいまを訪ねて      vol.274
過去の PJ地、佐原旅行　　　 先生、生徒の書き初め

https://bit.ly/2OlUvwu

研究にみるそれぞれの思い       vol.275
研究紹介　　　准教、助教、博士生インタビュー

https://bit.ly/2p3aXa7

書を携えよ 町へ出よう      vol.276
M1生による本紹介

https://bit.ly/31Q6J4s

都市について語るときに我々の語ること     vol.277
修了生による語り

 https://bit.ly/2It3WGD

 https://bit.ly/2It3WGD蓄積からの新たな一歩       vol.264
M1生紹介

　記憶にも新しい 2018年度は全 14号が発行されている。編集長
は中戸翔太郎が担当した。西村先生退官によりインタビューは減っ
たものの、学生による自主的な活動が多く見られる。

　▲マガジン編集部員の役割

Pick up ! vol.272　" 理想 " と都市計画

　272 号では長春（中国）で
の研究室旅行を特集。長春の緑
地、都市基盤、建築について資
料から見た計画と、現地踏査に
よる実態が整理されている。そ
こには日本人都市計画家達が理
想としていた近代都市計画の実
践が見て取れた。また歴代の研
究室旅行とは違い、事前に輪読

回を行うという試みを取り入れ
ており、その様子や、また現地
グルメについても特集されてい
る。なんとも都市計画を専攻す
る者達らしい旅行記だという印
象を受ける。（M1 西野）

中国の地で見たもの、日本の都市計画への提言とは

Pick up !

　表面では、かつてのプロジェ
クト対象地である千葉県の佐原
を修士 1 年生が訪問したこと
を特集した 274 号。
 裏面では、1 月号ということ
もあり、中島准教授、永野助教、
そして修士 1 年生が「2019 年
大切にしたいこと」というテー
マで書き初めを披露。彼らが

2019 年に向けてどんな決意を
表明したのか。そして、今年も
残り 2 ヶ月となった今、それ
らの決意はどれほど達成できて
いるのか。自分自身にも問い直
すきっかけとなる記事である。

（M1 西野）

2019 年、決意の言葉

vol.274　水郷のまちのいまを訪ねて
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2017 年度

彼方より続く足跡       vol.254
西村先生インタビュー　　　研究室の系譜

https://bit.ly/2Wb4TJ8

初夏、道半ばを問い直す       vol.255
3 年集住設計演習　　　博士生インタビュー　

https://bit.ly/2p17YzG

いま、故郷を想うvol.256
中島准教インタビュー「地元を研究する」

https://bit.ly/33RrQ70

鞆と研究室、三つの眺望     vol.257
鞆プロジェクト

https://bit.ly/2PfW3IM

秋に新たな風が吹く。      vol.258
大学院演習 先生インタビュー　　　D1生紹介

https://bit.ly/2qJM04J

都市デザイン研究室を読む      vol.259
日本不動産学会賞受賞　　　　西村先生 自著語り

https://bit.ly/2JlvhLc

過ぎゆく年を刻む       vol.260
2017 年活動紹介

https://bit.ly/2ofpuzH

       年の瀬、盛会、舞台裏vol.261
西村先生退官記念行事の裏側　　　西村先生 自著語り

https://bit.ly/31KLeBc

青春の賛歌を綴れ       vol.262
研究紹介

https://bit.ly/2JkgJvw

研究室への置き手紙      vol.263
修了生、西村先生のメッセージ

https://bit.ly/2oeDKZn

マガジン 13年のあゆみ       Special
過去のマガジン企画紹介、編集後記

https://bit.ly/32NezMs

https://bit.ly/2BEqkc6春爛漫、心浮き立つ新生活       vol.252
研究室レイアウト一新　　　M1生紹介

https://bit.ly/34jPl99研究室を俯瞰する       vol.253
プロジェクト紹介　　　スタッフ語り　　　B4生紹介

　全13号が発行された2017 年度、編集長は松田季詩子が担当した。
先生や研究室メンバーに積極的にインタビューを行なっている。

Laboratory Study Project     Talk Self-intr

Pick up ! vol.261　年の瀬、盛会、舞台裏

　2017 年度に退官された西村
幸夫先生についての特集。退官
リレーシンポジウムの企画者へ
のインタビュー記事や、西村先
生が自著について語る企画の最
終回を掲載。「自著を語る」最
終回で語られたのは『図説 都
市空間の構想力』である。これ
は研究室で取り組んできた各地

のプロジェクトを題材にした著
書で、総勢 40 人が執筆や図面
作成に携わった大作である。退
官後の展望についてもコメント
されており、ぜひ一読してもら
いたい。また、退官リレーシン
ポジウム当日の様子をレポート
した WEB マガジンも合わせて
ご覧いただきたい。（M1 宗野）

西村先生の言葉

Pick up !

　2005 年、学生の発案により
創刊した都市デザイン研究室マ
ガジンは、2017 年までの 13
年間で計 263 号が発刊されて
きた。263 号では、マガジン
のこれまでのあゆみを振り返る
べく、紙面デザインや、記事の
テーマがまとめられている。ま
た、数年前に修了された方から

大先輩まで、歴代編集長のマガ
ジンへの思いが綴られており、
現編集部員としても、過去の編
集部員の思いを受け取り、責任
を持って継承していかねばと、
身の引き締まる思いがする。最
後には、研究室のアメーバのよ
うなロゴマークの誕生秘話も。

（M1 宗野）

マガジンに込められた思いを綴る

Special　マガジン 13 年の歩み
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2016 年度

さらば、駒場 西村研       vol.241
駒場西村研の系譜　　　B４生紹介

https://bit.ly/2okhmxS

都市デザインを実践する      vol.242
OBインタビュー

https://bit.ly/2WcolW1

広がりゆく想いSpecial
野原卓先生インタビュー（北沢猛先生特集）

https://bit.ly/32LPWQv

プロジェクト、新たな 1ページ    vol.243
高島平 PJ始動　　　２つの自主的 PJ始動

https://bit.ly/365Dm0w

理論と実践の狭間で       vol.244
永野助教着任インタビュー

https://bit.ly/2Wdj8xg

実を結ぶ夏--研究室の延長線vol.245
日本建築学会大会　　　夏休みの体験

https://bit.ly/2N9yLlg

彼らの見てきた風景Special
PJ 記録　　　旅行記　　　西村先生インタビュー

https://bit.ly/33XI6mW

       都市とともに生きるvol.246
菊地原徹郎さん（OB）インタビュー

https://bit.ly/2Wcmlgt

2016 年度研究室旅行報告     vol.247
研究室旅行 in バンコク

https://bit.ly/362QS51

都市デザイン研究室 2016 年を振り返るvol.248
先生による 2016年振り返り　　　PJ総括

https://bit.ly/2WhT9ox

幾多の月日を重ねて今      Special
信時正人さんインタビュー　　　喜多方訪問

https://bit.ly/341Iqky

弟走      vol.249
としとーく　　　研究室の様子

https://bit.ly/2Wj6RHt

旅立つ者の背中     Special
先生による修士論文語り　　　卒研振り返り

https://bit.ly/2omNPUa

研究室への置き手紙     vol.251
修了生による語り

https://bit.ly/3469r6l

都市デザイン研マガジン 250 回記念号     vol.250
マガジンの変遷、アンケート

https://bit.ly/348Gl6E

 https://bit.ly/2BFjFhV新たなメンバーを迎えvol.240
M1生紹介

（ 北沢猛先生特集 ）

　全 16号が発行された 2016年度、編集長は黒本剛史が担当した。
４つもの特集号が組まれた。

Laboratory Study Project     Talk Self-intr

Pick up ! vol.244　理想と実践の狭間で

　2016 年 8 月に永野助教が着
任。卒業研究も修士研究も設計、
就職後も都市工としては珍しく
意匠設計に携わった「設計のプ
ロ」はデザインの指導を求めら
れて招へいされた。現 M1 が進
学選択を経て都市工学科に入っ
たタイミングで永野先生は助教
になったこともあり、集合住宅

演習では手厚い指導をなさって
いたのが印象深い。インタビュー
の中で「僕は良いものを残すべ
きだと思う」「『萌え』と『良い
ものを見分ける力』は違う」「僕
たちは都市を楽しむ専門家では
なくて、都市の中にある良いも
のを見極められる人」の言葉が
心に刺さった。（M1 應武）

永野先生、助教着任

Pick up !

　都市デザイン研マガジン通
算 250 号を記念して、マガジ
ンの編集方針と紙面デザインの
歴史を振り返り、読者アンケー
トを実施した。中島直人先生曰
く「圧倒的な情報の蓄積（アー
カイブ性）を誇るマガジンが、
将来、日本の都市デザイン史に
とって一級の資料となることは

確実」とのこと。中島伸先生や
永野先生からは編集部の主張や
個性がちりばめられた記事を期
待する声が聞かれた。歴史ある
広報誌の編集部員として、使命
感を感じる。（M1 應武）

マガジン読者の声に耳を傾ける

vol.250　マガジン 250 回記念号
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2015 年度

受け継がれるべきもの       vol.229
倉澤聡さん（OB、松本で都市計画家）インタビュー

https://bit.ly/2qIDEKy

師の軌跡を辿って       vol.230
鈴木伸治先生インタビュー　　　黒瀬助教インタビュー

https://bit.ly/32KMJR9

スタジオ課題の、その先へ。vol.231
スタジオ総括　　　 留学生インタビュー　　　 B4生紹介

https://bit.ly/2pRr234

キャンパスを訪ねよう      vol.232
西村先生インタビュー「キャンパス計画」　　　コンペ特集

https://bit.ly/2Jmgmk9

西村研の夏休みを覗く       vol.233
夏休み体験記

https://bit.ly/33ZjytJ

異国の都市へ       vol.234
学生のモンゴル滞在記　　　新メンバー紹介

https://bit.ly/31G6WGh

受け継がれる意志       vol.235
遠藤新先生インタビュー（北沢猛先生特集）

https://bit.ly/2p2c2ja

       まちに残したものとはvol.236
かつての PJ地、足助訪問

https://bit.ly/2We3TUB

「伝えかた」の蓄積     vol.237
PJ で使用されているデザイン紹介

https://bit.ly/2N8U0Uh

朝夕慣れにし学びの窓      vol.238
研究紹介

https://bit.ly/31PdgM1

研究室への置き手紙       vol.239
修了生による語り

https://bit.ly/343W6f8

https://bit.ly/2MMDoCW新メンバーを迎えて       vol.228
中島准教着任インタビュー　　　新メンバー紹介

（ 北沢猛先生特集 ）

　2015年度は全 14号が発行され、編集長は今川高嶺氏が担当した。
全て月刊号ではあるが、分量に厚みのあるものが多く見られる。

Laboratory Study Project     Talk Self-intr

Pick up ! vol.228　新メンバーを迎えて

 いつの年の 4 月も変わらない
が、新年度から加わったメン
バー、新たに組織された研究室
マガジン編集部を取り上げた
228 号。この年は、中島先生
が准教授として都市デザイン研
究室に着任された年で、3 ペー
ジに渡ってインタビュー記事が
組まれている。「ひとりひとり

が個別の研究を通じて都市デザ
インとは何かとか、個別の都市
論を展開して欲しい。」とりあ
えず手を動かしたくなる自分と
しては、研究というと調査や分
析が先行してしまうが、「自分
が研究を通じて語りたいこと」
を腰を据えて考えてみようと感
じた。（M2 藤原）

着任当初、中島准教授が語ったこととは

Pick up !

 『「伝え方」の蓄積』と題され
た 237 号は、都市デザイン研
究室がこれまでプロジェクトを
通じて作成してきたまちあるき
マップ、パース・スケッチ、ポ
スター・チラシのデザインの変
遷を追っている。私もこれまで
多くの地図やチラシなどを作成
してきたが、その際に便利なサ

イトに頼りがちであった。こん
な身近に参考になるものが無数
に存在しているのにも関わら
ず、現在ではプロジェクト毎に
ドライブが作られ、その中で完
結してしまっている。今後、研
究室内の情報を共有するツール
としてマガジンは機能していく
のではと感じた。（M2 藤原）

研究室アーカイブとしてのマガジン

vol.237　「伝えかた」の蓄積
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2014 年度

何か心に残る一言を       vol.217
三島先生インタビュー　　　B4生紹介

https://bit.ly/2BN4DqI

世界遺産のこれから       vol.218
西村先生インタビュー「世界遺産」　　　 卒制、博論、コンペ特集

https://bit.ly/36bRhSw

スタジオ課題を終えてvol.219
スタジオ総括

https://bit.ly/32Psu4F

夏の振り返り特集     vol.220
先生、学生による夏学期総括

https://bit.ly/2Potb1g

学会発表の価値とは       vol.221
日本建築学会

https://bit.ly/2NcVBIG

異国の都市へ       vol.222
西村先生講義 in 杭州　　　研究室旅行 in 杭州

https://bit.ly/2WaO3u4

読書の秋       vol.223
先生、学生による本紹介

https://bit.ly/2qB7qAH

都市デザイン研究室 2014 年を振り返るSpecial
研究室の 1年振り返り

https://bit.ly/31Lqycj

あの先輩はいま、    vol.224
平野彰秀さん（OB）　　　
インタビュー

https://bit.ly/2Pk8fbw

プロジェクトの知の共有      vol.225
佐原×三国 PJ 座談会　　　神田 PJ

https://bit.ly/2JjfOLC

研究発表を終えて      vol.226
修論を終えて対談　　　卒研紹介

https://bit.ly/2pbqftZ

https://bit.ly/2pVHQ9g「時間がない」とは言わせない      vol.216
窪田先生インタビュー　　　M１生紹介

卒業生の置き手紙vol.227
修了生による語り

https://bit.ly/32LEnZA

　高梨遼太朗が担当した 2014年度は全 13号が発行されている。
学生個人の活動にも多く焦点を当てている。

Laboratory Study Project     Talk Self-intr

としとーく「設計事務所」

Pick up ! vol.223　読書の秋

 紹介された中に特徴的な本が
ある。バージニア・リー・バー
トンの『ちいさいおうち』。絵
本なのだ。それについて当時
M1 の柄澤さんが「なぜかずっ
と覚えている本です」と言う。
自分もこの本はなぜかずっと覚
えている。そして昨年の杭州で
のサマースクールで中島先生が

レクチャーで取り上げた本でも
ある。この本に１つ都市デザイ
ン研究室の、あるいは都市工の
本質が詰まっているのかもしれ
ない。数年で変わってしまって
は困るが、脈々と受け継がれる
精神がそこに存在していること
をこの号から受け取れるようで
とても心強い。（M2 原）

書に見る都市工学科の本質

Pick up !

デザ研の OB・平野彰秀さんへ
のインタビュー記事。多くの経
験の上で岐阜県白鳥町石徹白に
移住した方だ。プロジェクトの
ように地域に入り込むような活
動を多く行いつつ、このように
実際に地域に住み、その地の地
域づくりを行っている研究室
の OBOG は多くはない。もち

ろん様々な場で研究室での学び
を活かすことはできる。しか
し、ここまで地域に密着できる
場はなかろうと思う。思うけれ
どもできるかと言われると自信
を持ってうんとは言えない。そ
んなキリキリと心にくるインタ
ビュー。穏やかな口調ながら、
鋭さを持っている。（M2 原）

OB の言葉から学び、姿勢を正す

vol.224　あの先輩はいま、
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2013 年度

毎年恒例新入生紹介！       vol.193
新メンバー紹介　　　大槌 PJ

https://bit.ly/36aOr0o 都市への思い新たに      vol.205
新メンバー紹介　　　清水 PJ

https://bit.ly/2PlxRVu

1 年間の成果を込めて      vol.194
プロジェクト報告　　　POPs（公開空地）PJ

https://bit.ly/32QRVTr さわらっしゅ！       vol.206
佐原、大槌 PJ

https://bit.ly/2BQfyj6

受け継がれる思いvol.195
大谷幸夫先生を偲ぶ会

https://bit.ly/346ke0r 新たなチーム、新たな気持ちで      vol.207
ルンビニ PJ

https://bit.ly/31M3AS9

名誉ある受賞！      vol.196
優秀論文賞受賞 博士生インタビュー

https://bit.ly/2omIVGK  都市デザイン研究室 2013 年を振り返るvol.208
研究室の 1年振り返り

https://bit.ly/36b0V80

幸先の良いスタート！       vol.197
造園学会コンペ受賞　　　大槌、佐原 PJ

https://bit.ly/31VeRj3 被災地の今      vol.209
大槌、清水 PJ

https://bit.ly/2BK4W5x

Lumbini ISSC     vol.198
ルンビニ、清水 PJ

https://bit.ly/2Jrx0ie 一年を振り返って      vol.210
先生による 1年振り返り

https://bit.ly/34aoI67

教師・人物・時代を語る      vol.199
丹下健三生誕百周年記念シンポジウム　　　鞆 PJ

https://bit.ly/2NgTO5w プロジェクト横断トーク       vol.211
PJ 対談　　　222教室開放　　　ルンビニ、清水 PJ

https://bit.ly/2Wgvzsh

創刊 200 号記念 
研究室マガジンの 8年半を振り返るvol.200
マガジン振り返り

https://bit.ly/31Rcv4P 平成 25年度 修士論文審査会      vol.212
修論総括　　　大槌 PJ

https://bit.ly/2PoTMuS

vol.201
大槌 PJ　　　博論発表

https://bit.ly/2qOgySM吉里吉里ギャラリー開催      論文審査会、続々と ...       vol.213
まち大修論総括　　　清水 PJ

https://bit.ly/2NjAnZw

2013 年度日本建築学会大会開催！     vol.202
日本建築学会　　　佐原 PJ

https://bit.ly/2WipBHb 12 分に想いを込めて！       vol.214
卒研振り返り

https://bit.ly/2Jrx2GT

初代編集長、思い出のお便り    vol.203
初代編集長語り　　　佐原 PJ　　　ハノイ調査

https://bit.ly/32RrrBo 旅立ちの時！       vol.215
修了生による語り

https://bit.ly/2Pn7myV

　2013 年度は月に 2号発行されており、編集長は福士薫が担当。プロ
ジェクト関連の報告が多く見られる。

https://bit.ly/2NhqnQz新年度スタート！       vol.192
中島伸特任助教（当時）就任インタビュー

鞆港の風景を読み解き、伝える    vol.204
鞆 PJ　　　海外ワークショップ

https://bit.ly/368Dz2N

Laboratory Study Project     Talk Self-intr

Pick up ! Pick up !

　 丹 下 健 三 が 作 成 し た マ ス
タープランを時代に合わせた
ものに見直し、新たな保全計
画の策定を目指したルンビニ
PJ。この記事では、3 年間の活
動の総まとめとして行われた
ISSC（committee steering c 
scientifi International） で の
プレゼンの様子が記されてい

る。かつての計画や蓄積を振り
返りながら現状を調査し、実際
に計画として都市に還元すると
いうのは PJ の基本の形だが、
実際にそれを着実と進めていく
上で難しさも感じている。その
中で一つの成果を残したルンビ
ニ PJ から学ぶことは多いだろ
うと感じた。（M2 前山）

　200 回記念としてこれまで
の誌面の振り返りや先生方から
のメッセージ、マガジンの思
い出が記された拡大号。続く
203 号（2013.9.25） で は 初
代編集長・酒井憲一さんによる
当時を振り返るお便りを掲載し
ている。先生方からのコメント
を読むと、マガジンがたくさん

の人に大切にされてきたことが
分かり現役編集部として気が引
き締まる思いだ。今回の企画で
改めて過去の記事を読み返し、
その内容の充実、情報を確かに
伝える姿勢を感じた。やはり
過去から学ぶことは多い。300
号に向け引き続き力を尽くす所
存である。（M2 前山）

蓄積を還元したルンビニ PJ 祝！マガジン 200 回

vol.198　Lumbini ISSC vol.200　創刊 200 号記念
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マガジンへのご意見フォームを開設しました！
Comment and Feedback Form of the Magazine is Established! 

　2005 年の創刊から紙媒体をベースに発信
を続けてきた都市デザイン研マガジン。研究
室の広報誌として内外の人に読んでいただけ
るように HP での公開も継続してきました。
　昨年度からはマガジンの存在を知らない
方々にも誌面が届くよう、研究室 Twitter で
のお知らせも実施してきました。SNS での
発信の利点は、多数の人の目に留まりやすい
ことに加え誌面へのコメントを頂けることに
もありました。これまでは気軽に感想をもら
えるような仕組みはなく、直接会った際に時
折話題に出る程度であったため、実際に研究
室の外からの声を伺うことは自分たちの活動
について改めて考える契機となり、発行への
モチベーションとなることも実感しました。
　そこで、先月から試験的に「都市デザイン
研マガジンへのご意見・ご感想フォーム」を
設置いたしました。マガジン月刊誌へのご意
見やご感想をはじめ、内容への質問やマガジ

ン全体への要望などお気軽にご投稿いただけ
ますと幸いです。
　フォームの運用は始めたばかりですので、
今後の状況を見て形態などを改良していきた
いと考えております。編集部内では、皆さん
のご意見を紹介するような企画を将来的には
できればいいのではないか、というような意
見も挙がりました。
　一方で、ご意見やご感想を頂くためにもマ
ガジンの内容の充実とマガジンそのものの広
報は継続して取り組むべき課題です。より多
くの人に興味を持ってもらえるように、都市
について考える際の糧となるように、今後も
編集部一同尽力してまいりますので、どうか
よろしくお願いいたします。

▲ 2017 年 2 月号「都市デザイン研マガジン 250 回記念号」
にて実施された読者へのアンケートの一設問。フィードバッ
クの手段を求める声も

都市デザイン研マガジン
ご意見・ご感想フォーム

URL：
��https://forms.gle
/M33De1hfNReuMDxJ7

　以下 URL および QR コードより Google フォームにア
クセスします。ご意見やご感想、内容への質問やご要望な
ど、こちらよりお気軽にご投稿ください。

編集部の思い
Thoughts of the Editorial Department

　マガジンの反省や今後の展望、担当としての思い等をテーマに、マガジン編集部で座談会を行いました。 参加者：前山、原、藤原、應武、西野、宗野（編集：M1 西野）

ーまず、マガジン編集部に入った経緯・きっかけを
教えてください。
前山：私は冊子作りが好きというのもありますが、
やはりデザ研に憧れがあって、研究室の顔になるよ
うなことがやりたかったというのが大きかったで
す。
原：僕は文章書くのが元々好きなのと、自分で何か
発信してみたいなという思いからです。
藤原：僕は部活でも同じような事をやっていて、そ
の延長という感じですね。
應武：私も元々記事を書くのが好きというのはあっ
たんですが、自分がデザ研にいる意義をちゃんと考
えながら修士生活を過ごしたいという思いもありま
した。
宗野：私は、正直初めは雑誌や広告のデザインに興
味があった程度の軽い気持ちで入ってしまいました
笑。でもだんだん先輩方のマガジンへの熱意を感じ
たり、代々受け継がれてきたマガジンを執筆するこ
との責任感を感じて、今は自分もそういう思いで発
信せねばという気持ちが強いです。
西野：僕は外部から来たんですが、研究室に入る前
からマガジンの存在は知っていて、学生達が自分で
こんなことを発信できるのかと羨望の眼差しでいま
した。あとは InDesign を触ったことがなかったの
で、マガジン編集を通して使えるようになりたかっ
たというのもあります。

ー実際にマガジンへの反響や、あるいは今後どう
いった人に読んでもらいたいというのはあります
か。
前山：よく同期の人から「あの記事読んだよ」とか

「あの記事こうだったね」とか声かけてもらうこと
があって、そういうリアクションがあると嬉しくな
りますね。

應武：あと Twitter で感想が呟かれていることも
多々ありますね。
原：でもやっぱり目指すべきところとして、学内外
問わず、建築系の人にはもっと広く読んでもらいた
いというのが率直なところですね。そのために広報
はもっと力を入れないといけないですし、フィード
バックを大事にしていきたいとは思います。
西野：まさにその通りですね、そういう意味で先月
から設置されたご意見フォーム（※以下参照）は重
要ですし、積極的に活用していきたいです。形だけ
じゃなくて！

ー今回、過去の記事を見て、自分達の中でこの内容
は良かった、あるいは自分は今後こういう内容を取
り上げてみたいというのはありますか。
藤原：自分達の読んだオススメの本を紹介している
号（※ 223 号 , 276 号）があって、それはすごく
良かったんじゃないかと思います。読み手にとって
も取っ付きやすいですしね。
西野：過去に何回か 3 年生の設計演習や 4 年生の
スタジオを扱ってる記事があったんですけど、今年
もそれをどこかで紹介できたら良かったかなと思い
ます。院生だけでなく学部生にも記事に目を通して
もらえるきっかけになるのかなと思います。
宗野：原さんがメインでやっている研究室の歴史特
集は、デザ研メンバーだからこそできるもので、内
容にも迫力を感じます。私は、自分が横浜市出身と
いうこともあって、北沢先生の活動や、村野藤吾氏
設計の市庁舎の、昨日移転後の活用について扱って
みたいなと考えています。
前山：ちょっと内容ではないんですが、こうやって
過去の記事を羅列してみると、タイトルに各担当の
個性が出ていて面白いですね。特に今年度はなかな
か粋なタイトルが揃っていると思います。

ー来月号から月刊誌の発行はM1中心となります。
先輩方から、最後に今後の編集部に向けてメッセー
ジをお願いします。
前山：先輩方から、今年度のマガジンは内容が濃く
て良いと褒めてもらうことが多いです。後半忙しく
なってくると大変かもしれませんが、なんとかクオ
リティを落とさずこのまま頑張ってほしいと思いま
す。ただ今まであまりできなかった点として広報と
いうのがあるので、他の研究室に置いてもらうとか、
声をかけてみるとか、そういったところにも力を入
れて欲しいかなと思います。
原：学生自身が都市計画や都市デザインに対してこ
ういう考えを持っていて、こう変えていくべきじゃ
ないかというのはあると思います。そういった自分
たちの主張の発信の場としても是非活用してもらい
たいと思います。
藤原：重なるところもありますが、せっかく学生が
作っているマガジンなので、例えばある建築を紹介
するときにも、良くないと思った部分も含めてあり
のままの感情を書き留めておくと面白いのかなと思
います。今後も頑張ってください。

　改めて編集部の皆さんがマガジンへそれ
ぞれの思い、そして強い拘りとやりがいを
持っていることが確認でき、今後背負って
いく者として身が引き締まる思いでいっぱ
いです。共通して今後どう広報していくか、
どうフィードバックを頂くかということが
課題として挙げられました。そこで先月よ
りマガジンへ読者の皆さんから意見や感想
を頂くフォームを設置致しました。以下は
そのご案内です。（M1 西野）
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 Hey l isten,  - ちょっと聞いて！

第 1 回アーツ & スナック運動の現地報告会
を行いました！第 2 回以降に向けた建設的
な議論のあとは地元の方々と空きスナックの
空間で打ち上げを楽しみました。（M2 仙石）

10.19-20�上野 PJ現地報告会+打ち上げ

11月の予定

編集後記

10月のWebマガジン
I n f o r m a t i o n

http:/ /ud.t .u-tokyo.ac.jp/ja/blog/

10.26�富士吉田勉強会＋展示替え！

10.8-10 第2回森家活用検討ワーキング 10.17　秋学期歓迎会開催！

夏の振り返りと今後の展開についてまちの方
と議論。よこまちポストの誕生を語る新たな
展示とともに、多くの人を巻き込むため着実
に歩みを進める富士吉田 PJ（M2 箭川）

町スケールでの視点で空き家の活用方法検討
を行った前回の議論から５つの柱を設定し、
今回はより空き家の空間によせた具体的な検
討を行いました。（M2 原）

研究室に新たに加わった 2 名の歓迎会が行
われ、前日から仕込まれたおでんを振る舞い
ました。おでんのごとく研究へ染み込んでも
らいたいです。（M1 西野）

浦安元町に散在する不思議な生活空間。
まちの過去と未来とを結ぶ、はざまの文
化を見つけました。（M1 堀籠）

高島平プロジェクトにて地域の方と共に
高島平のまちづくりを考えるまち歩きと
話し合い企画を行いました。（M2 松本）

昆布は常温水に半日ほど浸けると良い出汁がでる。一
方鰹で出汁をとる際は、沸騰直前のお湯に 1 〜 2 分
さっと通すのが定石である。人も同様に味の出方とい
うのは千差万別なのではないかとふと感じる。都市デ
ザイン研究室は時間の流れが早い。この場では常に早
い決断と行動が求められることが多い。だが私には私
の時間があるのだ。私のペースがあるのだ。何週間も
何ヶ月も前から常温水に浸けられ、洗練され、ようや
く私の豊かな味わいが顔を出すのだ。鰹の風味溢れる
この研究室に、昆布の私がアクセントを利かせる時期
がようやく訪れたのかもしれない。（M1 西野）

3rd-4th
8th-10th
10th-11th
11th (Mon.)
27th (Wed.)

テガヌマウィークエンドvol.2ヌマベビラキ
都市計画学会 2019 年度全国大会
小高 PJ 菜園講習会
三国 PJ サイン計画調査報告会
大学院都市デザインスタジオ 中間発表

Lab Meeting
14th, 20th, 28th

10.19-20　浦安PJ研究成果展示会

10.27�URBAN�DESIGN�WALK�&�TALK�vol.1

新学期が始まり現地でのイベントなど各 PJ の動きも活発に！
修士 2 年生にとっては PJ 参加を締めくくりを迎える季節でもありました。�

■�マガジンへのご意見・ご感想を
　�お寄せください

ご意見やご感想を投稿していただけるフォームを試験的に開設いたします。
QR コードまたは URL よりアクセスし、お気軽にご投稿ください。

URL：
https://forms.gle
/M33De1hfNReuMDxJ7
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爽秋の頃、新メンバーを迎える
We Welcome New Members in the Refreshing Autumn. 

　暑く長い夏も過ぎ、一気に秋らしくなった 10 月。今年も都市デザイン研究室に新たなメンバーが加わりました。そこで
新メンバー 2 名の自己紹介を掲載します。留学生の陳さんは勉強のためにできるだけ日本語を使いたい、と日本語で回答
していただきました。新メンバーを迎えたこれからも、様々な学生が集まる都市デザイン研究室らしく互いを知り協働しな
がらいろいろなことを学び、考え、活動していきましょう！

修士１年　/　Master 1

園 部 　 達 理
S o n o b e T a t s u r i

趣味・好きなもの：歯磨き , モジュラーシンセ

関心があること： 異なる背景の人が一緒に働きやすい環境の模索, 都市とアー
トの関係 , sense of place

好きな都市：ロンドン
好きな理由： それぞれの趣向に合わせて文化の棲み分けがなされている点と

テムズ川沿いの光景

　9 月から M1 の園部達理と申します。
　卒論では東神田・日本橋馬喰町エリアで行われたアートイベント CET と
地域の変化を取り上げていました。その過程から発展して、修士では、創
造的協働のしやすい環境について、社会的ネットワークに注目して研究し
ていきたいと思っています。何卒、よろしくお願いいたします。

兵庫県西宮市 出身
東京大学都市工学科
都市計画コースより進学

研究室メンバーへのメッセージ

研究生　/　Research Student

陳    瑾 瑜
C H E N J i n y u

趣味・好きなもの：絵画 , ペット

関心があること： 都心部における地域更新
　　　　　　　　Renewal of City Centre

好きな都市：杭州
好きな理由： 西湖があるから

機会があれば、プロ野球を見る楽しさを教えてもらえませんか。
Please teach me how to enjoy watching a baseball game.

中国 出身
中国美術学院
(China Academy of Art) より留学

研究室メンバーへのメッセージ

都市デザイン研マガジンを創設し初代編集長を務められた酒井憲一さんがご逝去されました。
酒井さんは生前新聞記者として活動し、2004 年からは弊研究室に聴講生として参加していらっしゃいました。数々の著作を残し、現在
まで続くこのマガジンを生み出した故人のご功績を称え、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

■　訃報


